
 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料の得られなかったＴｉｔａｔｉｕｍの方位解析 

 

 

 

 

 

 計算ｄｅｆｃｏｕｓ補正と更にＯＤＦ解析結果に対し再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い 

 正解を求めます。 

 又、ｒａｎｄｏｍ補正なしでＯＤＦ解析結果に対し再ｄｅｆｏｃｕｓ補正と比較します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０４日 

    ＨｅｋｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＣＲＤ極点解析ではｄｅｆｏｃｕｓ補正のｒａｎｄｏｍ試料が必要であるが、材料によっては 

   ｒａｎｄｏｍ試料入手が困難なケースがあります。 

   このような場合、ｄｅｆｏｃｕｓを計算で求めて補正を行うことがあります。 

   本資料ではＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアの計算ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行い、 

   更にＯＤＦ解析後の入力極点図と再計算極点図からＲｐ％を求め、Ｒｐ％が±１．５％をはみ出る 

   極点図の外側部分を更に補正を行い、再度ＯＤＦ解析を行う手段をＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアで 

   提供致します。 

 

  

 

 計算ｄｅｆｏｃｕｓ機能がない処理の場合 

 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍの計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 平滑化   ｄｅｆｃｏｕｓの指定  ＢＧ削除 規格化 

 

処理結果 

 

 

ＯＤＦ向けデータの作成 

 

 

 

 

 

 

 



各種ＯＤＦ向けデータを作成する 

 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ計算 

  

 Ｒｐ％は１８．５１ 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％評価 

  

Ｒｐ％の評価基準である±１．５％をオーバしている。 

  

 再ｄｅｆｃｏｕｓ補正を行う画面が表示されます。 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで表示しているｄｅｆｏｃｕｓプロファイルが計算されています。 

  

 ODFPoleFigure2ソフトウエアで計算されたファイルを指定 

  

  

  再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 



再ｄｅｆｏｃｕｓ極点図 

 

再度ＯＤＦ向けデータの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 

 最初のＲｐ％１８．５１が１１．４２と改善されています。 

 

 Ｒｐ％プロファイルも改善されました。 

 ｛１０１｝極点図の中心付近の挙動はｄｅｆｏｃｕｓとは関係なく変化はありません。 

以下にＯＤＦ結果を比較 

 

 



ＯＤＦ解析結果を比較 

左：最初のＯＤＦ解析結果(Ti-R)    ２回目のＯＤＦ解析結果(dedefocus) 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODF方位密度比較 

 

逆極点図比較 

 

 



計算ｄｅｆｃｏｕｓ機能がない場合 

 

データ処理結果 

 

ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

 

 



極点図を Exportし、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

 

再ｄｅｆｃｏｕｓ計算結果 

 

 



再ｄｅｆｏｃｕｓ結果のＯＤＤＦ解析 

 

 

Ｒｐ％がＬａｂｏＴｅｘで ２１．０８ －＞ １１．４３ ＣＴＲで １７．１ －＞ ９．９ 

更に、ｄｅｆｏｃｕｓに依存する、極点図の外周部分が±１．５％以内になります。 

 

 



ｒａｎｄｏｍ補正あり＋再ｄｅｆｏｃｕｓとｒａｎｄｏｍ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓの比較 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ補正有り無しでほぼ同一の方位密度が得られます。 

 


